
2 マツの病害 

はがれび」つ 

1）葉枯病 

診断の要点 針葉が侵される。苗木から若木、時に成木にも発生する 

が、病気として重要なのは苗畑ての発生である。初め引葉上に幅狭い退 

緑色の帯を生じ、これはすぐに褐変しながら拡大する。褐変病珂は互い 

に融合してついに針菓全休が褐変して枯れる。苗木や若木では下菓から 

始まって次第に上力に枯れ上がりなから進行する（図版3-1, 2)。当年播 

き付け苗に最も激しく発生し、強感受性樹種では全威の愛き目にあうこ 

とも稀てはない。針葉の褐変病斑上に、気孔列に沿って微小黒点（病原 

菌の子座）か気孔から、あるいは表皮を破って現れ、まもなく暗緑灰色 

すすかひ状物（病原菌の分生』包子－塊）か密生する。雨や潅水て分牛了か 

いったん飛散消失しても、熱帯・亜熱帯の、気温が常時20-30℃にある 

地域の苗畑ては、1~2 日のうちに再び分生子を多量に形成し、一年を通 

じて分生子の形成・飛散が絶えることがない。造林地や天然ート種更新地 

では、雨季の問に伝播ー蔓延が行われ、乾季の間（無降雨期）には伝播 

は休止する。 

本病と次項に述へる菓ふるい病や赤斑菓枯病との区別点は、病釘葉に 

生ずる暗緑灰色すすかひ状の分生子塊の形成てある。葉ふるい病の場合 

は、病針菓に縦長紡錘形で巾央に縦の亀裂がある黒色の丘状隆起か形成 

され、赤珂巣枯病の場合は病針葉上に小さい褐色の壊死斑とその「Ii央部 

に黒色小粒点か形成される点てそれぞれ葉枯病の標徴と異なる。 

発生生態 擢病苗や罹病若木の針葉上に形成される分生子か伝染源に 

なる。上記のように、熱帯・亜熱帯地域ては分生『の生産が周年可能な 

温度条件にあリ、雨や雇水のの飛沫と風という条件が整えばいつても伝 

播か行われる。分生子は引葉上で水分が与えられるとまもなく発芽して 

侵入・感染する。23-35℃で高い発芽率を示し、適温は28 ℃前後にあ 
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2 マツの病害

はがれびよっ

1)葉枯病

診断の要点 針束が侵される。苗木から若木、時に成木にも発生する

が、病気として重要なのは苗丈[--ての発生である。初め針東上に幅狭い迫

緑色の帯を生じ、これはすぐに褐変しながら拡大する。禍変病斑は互い

に融合してついに針柴全体が掲変して枯れる。苗木や若木では下粟から

始まって次第に上方に枯れ上がりなから進行する (図版 3-1,2)。当年播

き付け苗に最も激しく発生し、強感受性樹種では全域の夏き目にあうこ

とも稀てはない。針葉の褐変病斑上に、気孔列に沿って微小黒点 (病原

菌のf 座) か気孔から、あるいは表皮を破って現れ、まもなく-1音緑灰色

すすかひ状物 (病原菌の分生‐胞子‐塊)か密生する。雨や潅水て分牛了か

いったん飛散消失しても、熱帯・亜熱帯の、気温が常時 20~30 ℃にある

地域の苗畑ては、1~2 日のうちに雨ぴ分生子を多量に形成し、一年を通

じて分生子の形成・飛散が絶えることがない。造林地や大然T 種更新地

では、雨季の間に伝播・蔓延が行われ、乾季の間 (無降ト11期) には伝播

は休止する。

本病と次項に述へる集ふるい病や赤斑菓砧病との区別点は、病$1葉に

生ずる暗緑灰色すすかひ状の分生子塊の形成てある。葉ふるい病の場合

は、病金一▲葉に縦長紡錘形で中央に縦の亀裂がある黒色の丘状隆起か形成

され、赤斑栄枯病の場合は病針築上に小さい褐色の壊死班とその中央部

に黒色小粒点か形成される点てそれぞれ葉*占病の標徴と異なる。

発生生態 権病菌や罷病若木の参十菓上に形成される分生子か伝染源に

なる。上記のように、熱帯・亜熱帯地域ては分生子の生産が間年可能な

温度条件にあり、雨や潅水のの飛沫と風という条件が整えばいっても伝

播か行われる。分生子は鶴棄上で水分が与えられるとまもなく発芽して

侵入・感染する。 23~35 ℃で高い発芽率を示し、適温は 28 ℃前後にあ
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る。25℃では8時間以内に発身可能を分生子はIIとんと発芽を完‘す 

る．分生子は水滴の存在のほか、100％の飽和虚度下ても発芽する。乾 

燥状態て離脱した分生了の舟命は比較的短く、数日程度てあるか、病引 

菓上に着生したままではかなリ長時間(7 ケ月以上）高い発芽半を札丹 

したまま生存する．侵人・感染してから発病までの潜伏期問は20 - 25t 

で約1ケ月、25-30℃で車520 LIである．感受性の高い樹種ての幼齢造 

林地における発痢・蔓延は新植に際して苗畑から持ち込まれた霜病苗木 

から始まっている． 

木痢曲苗最の土青は23 -30℃の間で良好て、生宵pH壊は3-9と広 

い．蔵糖を始めとする6炭糖魚をよく刊用し、無機のチッソ疎てはアン 

モニア態の塩煩をよく利用し、アミノ酸ではアスパラギン酸、クルタミ 

ン喰、クリシン、α・アラニン、ハリン、チロシンなどか良好な生育を示 

す。ー般に本病幽の属する（】ercospo;a近繰属蘭は培地上で分生子を形出 

しないが、本病曲の場合はPSA培地上に移植、植え付け後48-96時間 

BL-B蛍光幻の連枚照射により、分生fが多量に形出される。 

病原菌と病名（】‘ル0-,powがm・de.:slIlinac Hon et Nambu〔＝ 

Cercoseplona pna.densiJlonte (Hon et Nambu ) Deugh ton . 

凡eudocercospora p'II,・‘'en望ノlnae (Hon et Nambu) Deughton)~ 

本病は今日、熱帯・亜為弗地域におけるマツ知の最も取要な病気のー 

つであるか、そもそもは大正6年(1917）に鹿児島県下のアカマツ被害 

m に基ついて、病名を葉枯摘、摘鳳曲を新神（加ti's加IV pIn!・de,」割βorae 

と命名記載されたものてある。当時、大正の始め頃から九州市部のマツ 

養苗地において、アカマツ・クロマツ・フランスカイガンショウなとに 

本病の発生まん延か知られていた．その後、わカ重には長い間本病の発 

生は庄目されずにきたか、第ニ次大戟後、外岡樹航の導人試植期に、青 

苗小の多くの外国産マツ頬に大発生Lて再び間畑になった。 

いっぽう海外において、熱帯・亜熱帯地域にマツ頬の遺林か進められ 

るに到り、苗畑や幼齢造林地における本病の流行病的発生が起こり、そ 
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る。25℃では 8時間以内に発芽可能な分生千はほとんと発芽を完「す

る。分生 -"±水滴の存在のほか、 100% の飽和湿度下ても発封トする。乾

燥状態て離脱した分生了の寿命は比較的短く、数 R程度てあるか、病含1

築上に着生したままではかなり長1馬脚 (7ヶ月以上) 高い発芽率をキ乱射

したまま生存‐する。侵人・感染 してから発病までの潜伏期間は 20~25 ℃

で約 1ヶ月、 25~30 ℃で約 201‐1である。感受性の高い樹種ての勤齢造

林地における発病・蔓延は新柏に際して苗畑から持ち込まれた稲病苗木

から始まっている。

本病菌歯叢の生育は 23~30 ℃の間で良好て、生育 pH 域は 3~9 と広

い。燕糖を始めとする6炭糖類をよく利用し、無機のチッソ源てはアン

モニア態の塩類をよく利用し、アミノ酸ではアスパラギン酸、クルタミ

ン酸、グ リシン、α‐アラニ ン、ハ リン、チ ロシンなどか良好 な生育 を示

す。 一般に本病菌の属する Cのでospom 近縁属菌は端地-ヒで分生子を形成

しないが、本病曲の場合は PSA 培地上に移植、植え付け後 48~9611羽;をi

BLB 蛍光灯の連続照射により、分生子が多量に形成される。

病 原 菌 と病 名 Ce′のふPomp ぞiz 加川射ome Horl ct Nambu 〔=

Cem)sep ′o′7‘z p′′ルメのゐ〆 o′れe ( HoH et Nambu ) Delghton,

凡 のrdoceiでosPomp 〃7トダem 扉 oノ解 (Horl et Nambu)De ・ghton 〕。

本病は今日、熱帯・亜熱帯地軌におけるマツ類の最も重要なり内気の-

つであるか、そもそもは大7F6年 (1917) に鹿児島県下のアカマツ被害

苗に基ついて、病名を葉枯病、病原菌を新柿 CのでosPomp 班ト舵 jis沢の"β

と命名記載されたものてある。当時、大正の始め頃から九州南部のマツ

養苗地において、アカマツ ・クロマツ ・フランスカイガンショウなとに

本病の発生まん延か知られていた。その後、わか国ては長い間本病の発

生は注目されずにきたか、第二次大戦後、外国樹種の導人試植期に、育

苗中の多くの外国産マツ類に大発生して再び問題になった。

いっぽう海外において、熱帯・亜熱帯地域にマツ類の造林か進められ

るに到り、苗畑や幼齢造林地における本病の流行病的発生が起こり、そ
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の生態と防除の研究が各国で行われたカ‘、わカrnにおける先進的明究集 

執がそれらに大きく寄与してきた．今まての木胸の分布や宿キ範囲の調 

在などから、本病菌は元来か為帯のマツ類の病原mてあって、熱帯から 

亜為弗へ、亜熱希からi2帯へと、各押外国産マツ頬の導入や移動に件っ 

て分布を拡大していったものと推酬されている． 

本嫡の子座は引葉の衷皮細胞層下に形成され、のち我皮を破って表面 

に:1lる．子座机繊は林掲色厚壁網胞からなり、仇柔机繊状、渇色ないし 

オリープ褐色、径35-119p m .高さ50-125p m .分生了柏は議オ 

リープ掲色、シグザク抵時に1-2隔壁、15-30 )< 2 5-4i, m .分上子 

は民円筒形ないし倒梶捧状、先摘尖り、基部故切状、戒オリープ褐色'直 

ないしS字状にまがるか一方にA曲する、1-11隔軍を有し、大きさ20 

-100 X 1.5-6p m . So う 40-80 x 2-3声 m 、 MIlL 

英病名はNeedle blightてあるか、マツ煩のもう－・つの電要葉枯竹痢 

害てある赤斑集枯病と区別するために、業枯病はCeicospoua needle 

blight、赤皿集枯病はDothistroma needle blightと病原徴の属名を冠 

して呼はれる。なお木病の痢原菌は、最近の（ン?t05加m近繰属菌の再吟 

味の中て、Ceicosepiona属に移されたり、Pwdocerco 加in属に移され 

たり、また位置か定まったとは云えない状艘なのて、上配のように最初 

に記載された秤名を用いておくことにする．最近タンサニアを始め各地 

で、木病菌のテレオモルフ（有性世代）か発見され、Mycosphae,rlla 

即bSOJIU Evansと命名記嶋された．しかし、その形成は比較的拍であり． 

伝播の主力は分生子にある． 

宿主範囲と分布 本病鴨はマツ属樹木に寄生し、集枯痢を起こす．・マ 

ツ属以外では口本の苗畑でダグラスファー（Pseudots,智.0 ,flE,,z,es,,）に発 

生した記緑がある。マツ属は世界に約90神ともいわれ、熱帯から亜寒帯 

まて橋成種を異にしなから広い分布域を持つ．そのため葉枯府菌に刈す 

る感受性にも強感受性から抵航性まて大きな幅かある． 

強感受性 ヒソコりーマツ（乃”us anstata) ，カナリーマツ（P 
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の生態と防除の研究が各国で行われたが、わが国における先進的{ジー究業

績がそれらに大きく寄与してきた。今まての木病の分布や宿主範囲の調

査などから、本病菌は元来か熱帯のマツ類の病原菌てあって、熱帯から

亜熱帯へ、跡熱儲から温帯へと、各種外国産マツ頬の導入や移動に伴っ

て分布を拡大していったものと推測されている。

本病の子座は針葉の表及細胞層下に形成され、のち表皮を破って表面

に出る‐了づ峯絹織は緑褐色厚壁細胞からなり、1拘束組織状、褐色ないし

オ リー ブ褐色、径 35~119 〆 m 、高 さ 50~125"m 。分 生二“ リは徐 オ

リーブ褐色、シグザ ク紙 =割こ 1~2 隔 壁、 15~30 × 2 5~4"m 。分生子

は長円筒形ないし倒*足棒状、先端尖り、基部載りリ状、淡オリーブ幸号色、E/i

ないしS字 開こまがるか一方に湾曲する、1~11 隔壁を有し、大きさ 20

~10OX 1,5~6 “ m 、 ふ つ う 40~80 × 2~3"m 、 潤 面 。

英病名は Needle bl1ghtてあるか、マツ類のもう-・つの重要業粘性病

害てある赤斑葉枯病 と区別するために、葉オ古病は Ce1cospo1a 1・eedle

blight、赤斑薬林病は Donustroma needle bllght と病原菌の届名を冠

して呼ばれる。なおホ病の病原菌は、最近の Cののめo粥近隷属前の市11今

味の中て、 Cのcoもepfo“"属 に移 された り、 Psだ〃docののもPのむ届 に移 され

たり、また位置か定まったとは云えない状態なのて、」;記のように最初

に記載された柿名を用いておくことにする。最近タンサニアを始め各地

で、不病菌のテレオモルフ (有料世代 ) か発見され、みろノcosp/z‘zの覆お

gぬs煽れEvans と命名記載された。しかし、その形成は比較的稀であり、

伝播の主力は分生テにある。

宿主範囲と分布 本病菌はマツ属樹木に寄生し、葉キー~病を起こす。マ

ツ属以外では日本の苗畑でダグラスファー 解雇 o観客"〃'e'′z′es〃)に発

生した記録がある。マツ属は世界に約 90種ともいわれ、熱帯から亜寒帯

まて橋成徳を異にしなから広い分布域を持つ。そのため英枯病菌に対す

る感受性にも強感受性から抵抗′睦まて大きな幅かある。

強 感 受 性 ヒ ソ コ リー マ ツ (乃〃〃 α熔 解云〃), カ ナ リー マ ツ (P
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m ”川In I/S/S ) ，カ リ ヒアマツ （P eanbaca） コン トルタマツ （P 

COiItO)'t{i) ，リンハー マツ（P.ルU鳥），アレソポマツ（P. I/C/k加I/Si9 ージェ 

フレイマツ（P ノ（lり｝'eyり，ランヘルトマツ（P lainhertiana) ,ビンョ ノプ 

マツ（P nuincata) ,ロノシポールマツ（P. ;nunayana) ，オウシュウクロ 

マツ（Piz磐m) ，ウー カルパマツ（P. oociii加），フランスカイガンショウ 

(P InnaSte)) ,スコッチマツ （Ppinca) ，ポンテローサマツ（P 

加ndernsの,ラジアタマツ（P indiata) ，レ／ノサマツ（P )eslnosa) ，ス 

トローブマツ（P Stmb/1ョ，オウンュウアカマツ（P SyIeestns) 

感受性 ノブコーンマツ（P attenua回，アカマツ（P densiflo助 ユキ 

ナタマツ（P eclunata) ，ケシヤマツ（P kesiva) ，リュウ告ュウマツ（P 

titciniejisiり ,ハビンョウ（P InasSomana） メルクシマツ（P n/eli usiJ 

告タコョウマツ（Ppentapliytla) ，クロマツ（Pmunheig功。 

抵抗性 スラノシュマツ（P el/jo/tn) ，ヒマラヤコョウ（P gllthm功， 

マウンテンマツ（Pm1/Id/司，タイオウショウ（P 1k/I//SI司．パチュラ 

マツ（P 加加肋,リギタマツ（Png,da)‘テータマツ（Ptaeda) ，テコテ 

マツ（P leco旧,テルマルマツ（P toneyana)。 

分布 アジア（中国・香港・イント・イントネンア・日本・韓国・マ 

レーシア・フィリピン・スリランカ・台湾・ヘトナム）、アフリカ（ケニ 

アージンパフエ・タンザニア・サンヒア）、中米（ニカラグア）、南米（ブ 

ラシル） 

防除対策 苗畑における本病防除の基木は、苗畑衛生と薬剤による予 

防散布である。病苗木は旺盛な胞子の形成場所であり、強力な伝染源に 

なるのて、たとえ軽微な疔状であっても、病苗木はすへて除去焼却する。 

山出し出荷後の屑苗を苗畑の隅に集めて植えているのをしはしは見かけ 

るが、これらはほとんと葉枯病菌の巣窟になっているのて、山出し後の 

残苗は惜しくても処分してしまうことが必要てある‘] 

薬剤による予防散布は、苗木をポソトに移植後2週間ほどしてからマ 

ン不ブ剤（400倍），ヘノミル剤（1, 000 倍）、 プロピネフ剤(400倍） 
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"‘′z"′7e;なお), カ リ ヒ ア マ ツ (P の7る僻α), コ ン トル タマ ツ (P

m 〃棚 74),1j ンハーマ ツ ( 〃肌′′為), ア レッポマツ (P,/′"/ePβ;2s′5), ジェ

フレイマ ツ パリ〆例の ,ランヘ ル トマツ (P /〃i'′座中〃〃"), ビン ヨソプ

マ ツ (P “卿 7c"′"), ロ ノシポ←ルマ ツ (P,〃粥 川 ymm), オウシュウ クロ

マ ツ (P 〃@ “), ウー カルパマツ (P,oo 蝕め"), フ ランスカイガ ンショウ

(P Pm‘zs′e'), ス コ ッチ マ ツ (P pme"), ボ ン テ ロー サ マ ツ (P

Pの扇のo班 ), ラジア タマ ツ (P, 雁の鰭〃), レノノサマ ツ (P ′es7mm), ス

トロープマ ツ (P s同 友rs), オウンユ ウアカマ ツ (P s駆りes′775)。

感受性 ノブ コー ンマツ (P mre′z′‘"′"), アカマ ツ (P d釧 扉の "), エ キ

ナ タマ ツ (P ec/〃〃所α), ケ シヤマ ツ (P ん釧 y"), リュ ウキュウマツ (P

/〃c脳釧那 ハ ビンョウ (P 〃msso 〃加′" メル クシマツ 〃棚如 s′“ ,

キタゴヨウマツ (P Pのど超P伊仙 ), クロマツ (P ""“?るe増の。

氏杭性 スラノシュマツ (P e′/mm の ,ヒマラヤコヨウ (Pg 栃折′疑り ,

マ ウンテンマ ツ (P '′′◇′′初め ,タ イオウショウ (PP 〃 な膚 s), パ チュ ラ

マツ Pq 組め ,リギダマツ (P ′増沼口 テー タマツ mm"), テ コテ

マ ツ (P 沼のり ,テルマルマツ (P for,セM 〃")。

分布 アンア (中国 ・香港 ・イント・イントネシア ・日本 ・韓国 ・マ

レ← シア ・フィ リピン ・ス 1jランカ ・台湾 ・ヘ トナム )、アフ リカ (ケニ

ア ・ジンパフェ ・タンザニア ・サ ンヒア )、中米 (ニ カラグア )、南米 (プ

ラシル)

防除対策 苗畑における本病防除の基本は、苗女F--衛生と薬剤による F

I坊散布である。病苗木は旺盛な胞子の形成場所であり、強力な伝染源に

なるのて、たとえ軽微な病状であっても、病菌木はすへて除ム焼却する。

山出し出荷後のj納骨を白秋田の隅に集めて植えているのをしはしは兄かけ

るが、これらはほとんと葉右~病菌の巣窟になっているのて、山出し後の

残苗は苦しくても処分してしまうことが必要てある。

薬剤による予防散布は、苗木をポットに移植後 2週間ほどしてからマ

ンネブ剤 (400 倍 ),ヘノミル剤 (1,000 倍 )、プロピネフ剤 (400 倍 ),
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チアジアジン（600信），チオフアネーl メチル剤(500倍）なとを月2回 

散布する．ホルトー合剤や塩基性塩化編剤等の銅剤も本痢の予防効果を 

右するか、マツの種煩によっては散しい条害を生するので、マツの病害 

防除には鋼剤の使用は避けたはうか賢町てあろう．なおマンネプ削に展 

着剤の代わりにPM着削(PVAO I％またはパラ7イン系凪着剤1%）を慮 

加すると、散布間隔をあけて月1回程度の敵布て良い．薬剤散布後は薬 

液が十分乾いてからat水をする。 

診断の異点 亜熱帯圏を中心に熱帯から温帝まて広く分布し、マツ苗 

から植執林まで被害をりえている．特に広く亜為帯地城に導入抽執され 

たラジアタマツ（nmis iw加日 に激Lく発生して問題になった病気で 

ある．初め引集上に脱掲色の小町点を生じ、これはまもなく拡大しなか 

ら赤掲色となリ、中心部にやや隆起した熟色小軸点（病原曲の子座）を 

義す．病引葉はしばLは病癖形成部から湾曲する．散しい発牛の場合は 

－引葉上に多数の病斑を生I、ついに剖葉令体が掲変して枯死する．病 

耳上の黒点はまもなく灰緑色すすかび状物（病原菌の分生子塊）に敏わ 

れる．摘勢の進展は下葉から上方へ、」、ところ菓から外方へと進み、苗 

木と植栽若木に被害か散しい（H桧3.3)~ 

発生生態 木膚の病原菌は擢病苗や廟柿執若木上に分生子を多量に形 

成し、それか伝染源となって周辺のマツへ伝播する。本蘭分生子は剖菓 

上において約10時間て50％が、20時間て80％以上か発芽する。発芽慮 

度範囲は8-30t.適温は20-25℃で、分布の中心が林帯地壊にある葉 

枯病菌よりやや低く、亜枯弗地域に適していることをうかがわせる．発 

芽PH壊は3-9と広く、4 6-68 では70％以上の発芽率を示す． 

亜熱帯・熱帯地域では周年分生子の形虞と分散か行われるか、温帯地 

鳩では冬期は分生子形虞は行われず、着生滴針葉上で子座の形慈で嶋 
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チアンアジン (600倍 ),チオフアネー ーメラール剤 (500倍 ) なとを月 2回

散布する。ボルト‐合剤や塩基性塩化銅剤等の鋼剤も本病の予防効果を

肴するか、マツの種類によっては激しい薬害を生するので、マツの病害

防除には銅剤の使用は避けたほうが賢明てあろう。なおマンネブ剤に展

着剤の代わりに悶着剤 (PVAOI% またはパラフィン系国者剤 1%) を添

加すると、散布間隔をあげて月 1回程度の散布て良い。薬剤散布後は薬

液カヨー分乾いてから潅水をする。

せきはんはがれびょう

2)赤斑葉枯病

診断の要点 亜熱帯圏を中心4こ熱帯から温帯まて広く分布し、マツ菌

から植栽イネまで被害を与えている。特に広く亜熱帯地域に導入植栽され

たラジアタマツ (丹那 s'"霞口紅) に激しく発生 しで問題になった病気で

ある。初め針築上に炭褐色の小斑点を生じ、これはまもなく拡大しなか

ら赤褐色となり、中心部にやや隆起した黒色小粒点 (病原菌の子座) を

表す‐病安1葉はしばしは病班形成部から湾曲する。激しい発牛の場合は

一金1葉上に多数の病魂を生し、ついに針葉全体が褐変しで枯死する。病

斑上の黒点はまもなく灰緑色すすがび状物 (病原菌の分皇子塊) に覆わ

れる。病勢の進展は下葉から上方へ、ふところ柴から外方へと進み、苗

木と植栽若木に被害が激しい (=絵 3‐3)。

発生生態 水病の病原菌は雁病菌や病植栽若木上に分生子を多量に形

成し、それか伝染源となって周辺のマツヘ伝播する。本菌分生子は針築

上において約 10時間て50% が、20時間て80% 以上が発芽する。発芽温

度範囲は 8~30 ℃、適温は 20~25 ℃で、分布の中心が熱帯地域にある葉

薪病菌よりやや低く、亜熱帯地域に通しでいることをうかがわせる。発

芽 pH 域は 3… 9 と広 く、 4 6~6 8では 70% 以上の発芽率を示す。

亜熱帯・熱情地域では周年分生千の形成と分散か行われるが、温帯地

域では冬期は分生千形成は行われず、着生病針薬上で子座の形態で越
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冬、翌春4~ 5月以降10ひ分生子を形成して伝播を開始する。また感染し 

てから発病まての期間すなわち潜伏期も熱帯ー亜熱帯地域では約一か月 

てあるか、温帯地域てはふつう2 -3 ケ月を要する。病原菌の分生了ある 

いは了座の生存条件ないし生存期間についてはまだ調査が行われていな 

、1。 

病原菌 Dothistroma septosponini (Doroguine) Morelet〔＝Dot hi 

stioma pun Hulbary〕。ほかに占い文臥ではSeptona sゆtospora 

Doroguine, Act,m伽リ1/n,, mengi Saccardoの種名が使われた時代かあ 

る。 

子座は針菓の病斑上に生し、初め埋生、のち表皮を破って表面に現れ 

る、晴褐色～濃緑黒色、幅100-750,a m 、高さ80-400p n-i。子座表 

面部分に1～数個の柄子殻室を形成、その内部に分生子を多量に形成す 

る。分生子柄は殻室内層の菌糸よリ直接立ち上がリ、無色、単条、8- 10 

)< 1 5-2p nil.全出芽・アレウロ型の分生子を形成する。分生子は無色、 

棒状、直ないし不規則に湾曲、1~4隔壁、大きさ8-38X15 --3.5p in, 

木病菌のテレオモルフ（有性世代，Sc/n'/iia pini Funk et Pai ker）は 

現在まてカナダとフランスて見つかったのみて、その形成はきわめて柿 

てある。従って熱帯・亜熱帯地域における伝播のキ体は分生了にある。 

和病名は初期病斑の様相から赤斑葉枯病と名付けられた。病原菌の属 

名からつけられたトチストロマ葉枯病は異名である。英病名は 

Dothisti ama blightあるI'-'はRed band diseaseと呼ばれるが、前者の 

方が一般的に良く用いられている。 

宿主範囲と分布 前述のように本病は亜熱帯に導入されたマツを中心 

に激しい被害を起こしているが、分布そのものは温帯から熱帯まで広 

い。宿キはマツ属が主体てあるが、ダグラスファー（Pse,,山tsitga 

川川mas ii) およひオウシュウカラマツ（Lay/v dcc励面の針巣上にも記録 

がある。マツ属の種の中には本病菌に対する感受性に、強感受性から強 

抵抗性まで大きな幅がある。 
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冬、翌春 4~5 月以降副ひ分生子を形成して伝播を開始する。また感染し

てから発病まての期間すなわち潜伏期も熱情・亜熱帯地域では約一か月

てあるか、温帯地域てはふつう2~3 ヶ月を要する。病原菌の分生了ある

いは了‐座の生存条件ないし生存期間についてはまだ調査が行われていな

し、o

病 原 菌 Dof/z7贈り'′m seprospomm(Dorogulne)Morelet 〔= Do 〃z′

s′′o;'24 P“〃 Hulbary 〕。 ほ か に 占 い 文 献 で は Sゆか 7口もeP毎秒 om

Dorogume , Amm ′/リリ粥川 mmg ′Saccardo の称 名 が使 われ た =き代 か あ

る。

千座は針葉の病斑上に生し、初め理生、のち表皮を破って表面に現れ

る、暗褐色 ~ 濃緑黒色、幅 100~750 〆 m 、高さ 80~400 〆 m 。子だ区表

面部分に 1~ 数個の柄子殻室を形成、その内部に分生子を多量に形成す

る。分生子柄は殻室内層の菌糸より直接立ち上が 1)、無色、単条、8~10

× 15~2"m 、全出芽・アレウロ型の分生子を形成する。分牛子は無色、

キ御大、ー目ない し不規則に湾曲、 1~4 隔壁、大 きさ 8~38 × 15~3.5 “ m 。

本病菌のテレオモルフ (有性 1{L代 ,Sc初霜αpmFunk et Pall(er) は

現在まてカナダとフランスて見つかったのみて、その形成はきわめて稀

てある。従って熱帯・亜熱帯地域における伝播の宇体は分生了にある。

和病名は初期病魔の様相から赤斑葉林病と名付けられた。病原菌の届

名からつけられたトチス トロマ葉オお肉は異名である。炎病名は

Doth ・st・onla bl1ght あ るいは Red band dlsease と呼ばれ るが、前者の

方が --般的に良く用いられている。

宿主範囲と分布 前述のように本病は亜熱帯に導人されたマツを中心

に激しい被害を起こしているが、分布そのものは温帯から熱帯まで広

い。 宿 手 は マ ツ属 が 主体 て あ るが 、 ダ グ ラス フ ァー (Psez′の′s増〃

′′ぞejzzzesz′) お よびオウシュウカラマツ (Lq ばてdec′〆′rα) の針築上に も記録

がある。マツ属の種のLiーには本病菌に対する感受性に、強{感受性から強

抵抗性まで大きなID晶がある。
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強感受性 ノブコーンマツ（Pious attenuata) ，交配マツ （PS 

a/tammdia危） , P bra/ca,カナリーマツ（P canaflens司，メ戈シコイワマ 

ツ（P cembroides) ，コントルタマツ（P con/or/a) Iアパッチマツ（P 

cage/manna) I アレッポマッ（P. halepensis) ，ビショップマツ（P 

miiii cc to) ，オウシュウクロマツ（Pa管助，スコッチマツ（P 加wり，ポ 

ンデローサマツ（Pponderosa) ，ラジアタマツ（Pradio加）,デイソガー 

マツ（P sabiniana) ，オウシュウアカマツ（Rりんestriョ 

感受性 シロマツ（P. hungeana)，カリピアマツ（Pmribaea) ，ビッグ 

コーンマツ（P. con/fe,り，Pmbe,冨喝 アカマツ（P do,認eflo同，ェキナ 

タマツ（P ecinnata) ，スラッシュマツ（P. elliothi) ，リンバーマツ（P 

ノ7exileゆ，ジェフレイマツ（RJeがlgyり,ケシヤマツ（Pliesり,ロ），バビショ 

ウ（P niassoiiiai幼，マウンテンマツ（P inontand ，ダイオウショウ（P 

加iiパIris) ，フランスカイガンシS ウ（Ppenastei) lプンゲンスマツ（P 

pImge司 ,レジノサマツ（Presinosa) ，ストローブマツ（Ps/iりblな）' 

テーダマツ（P. taeda) ,クロマツ（P mmbergり 

抵抗性 P . ayacahuite,Pdm 管lasiam P ,geraidiam，ヒマラヤゴョウ 

(Pgruff/hり，Ph"mvega, P /0/0p如I危，メルクシマツ（Pmerleパ功,P 

m idhmama P mnontezumnae，ウーカルパマツ（P ooca功司，パチュラマ 

ツ（P pa/uた）,P 加eudostrobus，テコテマツ（Ptaco日，デルマルマツ 

(P torreyana) ，バージニアマツ（Pm即mma) 

分布 アジア（ブルネイ‘インド・日本）、オセアニア（オーストラリ 

ア・ニューゾ」ランド）、アフリ力（ェチオピア・ケニア・マラウイ・南 

アフリカ・スワジーランド・タンザニア・ウガンダ‘ザンビア）、欧州（オー 

ストリア・イギリス・フランス‘イタリア・ルーマニア・スペイン・ユー 

ゴスラビアーソヒエト〕、北米（カナダ‘メ寺シコ・アメリカ）、南米（ア 

ルゼンチン・ブラジル・チリー・ペルーーウルグアイ）。 

防除対策 感受性のマツを養苗する場合には発芽してポットに移植 

後、1- 2週間してから月2回程度に銅剤を散布すると良く防除出来ると 
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強 感 受 性 ノブ コー ンマ ツ (P・mrs αだの〃そ解α), 交 配 マ ツ (P. 尤

"!{e;z娘牧ばなり ,P 初霜鋼 ,カナ リーマ ツ (P mm' ・e'Is!s),メキシコイワマ

ツ (P cのめ 'りばeの ,コン トル タマ ツ (P cの-どのすα), アパ ッチマ ツ (P

の埋8′mの2'′7z), ア レ ッ ポマ ツ (P, ゐメリ 87葛郎), ビ シ ョ ップ マ ツ (P,

;'2z〃だ〆α), オ ウ シュウクロマ ツ (P,“ぱ ,ス コッチマツ (PPz' 旧の ,ボ

ンデ ローサマ ツ (PP の川のりsα), ラ ジアタマツ (P m 承α如), デ イ ソガー

マツ (P,s の 7mm 姓), オウシュウアカマ ツ (P )ぼり凝れ卿 。

感受性 シロマツ (P, 加増 8α〃"), 力 リビアマツ (P,c のめαβα), ビッグ

コー ンマツ (P.cD 川棚 7つ ,P cr心87ぞs2s, アカマ ツ (P dのは扉 om), エ キナ

タマ ツ (P e乾留"超), ス ラ ッシュマ ツ (P,e 偽o筋 z),1j ンパーマ ツ (P,

力鋼霞め ,ジェフレイマツ (Rigが ayの ,ケシヤマツ (P を偽りα),パビショ

ウ (P ′〃"$ の“のめ ,マ ウンテンマツ (P m 伽云口〃"), ダイオウシ ョウ (P

Pα/縫お7s), フ ランスカイガ ンシ ョウ (PPZ “αsfg'), プ ンゲ ンスマツ (P

加 増の郎), レ ジ ノサマ ツ (P だ別船舶 ), ス トロー プマ ツ 贈りか◎ ,

テー ダマ ツ (P. 加須 "), クロマツ {P,どんご“あの蹄の。

抵抗性 P,αツα餌膚ffre,P d仰ぎZqs娘“α,P,gem フゼメの解 ,ヒマ ラヤ ゴヨウ

g'訪伊/?の ,P, 卿 舵 {ぞg′ P zeわめ毎物 ,メル クシマツ “;e蒲郡 zの ,P

川魚伽卿〃仏 P i加 川e粥川αβ,ウー カルパマ ツ (P oom ゆα) ,パ チュラマ

ツ (P たね!ね),P Psezfαosfmbzfs, テ コテマ ツ (P, ねc鱗の ,テ・ルマルマツ

(P fのりセyのめ ,バ ー ジニ ア マ ツ (P,w 増 加‘7,脇)。

分布 アジア (ブルネイ・イン ド・日本 )、オセアニア (オース トラリ

ア ・ニュー ゾー ラン ド)、アフ リカ (エチオ ピア .ケニア ・マ ラウイ .南

アフ リカ・スワジー ラン ド・タンザニア・ウガンダ・ザ ンビア )、欧州 (オー

ス トリア ・イギ リス ・フランス ・イタ リア ・ルーマニア ・スペ イン ・ユー

ゴスラビア・ソヒエト)、北米 (カナダ・メキシコ・アメリカ)、南米 (ア

ルゼ ンチン ・ブラジル ・チ リ一 ・ペルー ・ウル グアイ )。

防除対策 感受'裡のマツを養苗する場合には発芽してポットに移植

後、1~2 週間してから月2回程度に銅剤を散布すると良く防除出来ると
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の報告かあるが、マツの仲類によっては散布回敵が8-10回を超えると 

慮しい薬省を起こすものもあるので、月2回のうち1回はマンネプ剤に 

切リ朴えたほうが安全てあろう。天然のマツがなく導入マツに頼る場合 

は、抵抗性のマツの中からその地域に適応しそうケ種類を選ぶはうが、 

打来のことを考えると安全である． 

3)葉ふるい貿 

痢原菌 子のう閉煩盤曲掴リチズム日ヒボデルマ科のLofilwde;muun, 

II,podennaなとに属‘る病原幽級によって起こされる、針葉樹の葉枯杵 

ないし落葉性病害を、葉ふるい痢と総称する．なかてもマッ属樹木のト 

ては為帯圏から亜寒帯まで、古くから多数の神が知られている．病原性 

についてもほとんと二次的で腐生性に近いものから、非常に寄生件か強 

く被害の大きいものまて、種によって広い変異かある．熱帯・亜為帯地 

域に分布するマツに生するLopliode,w rum属蘭としてはL auclrnk 

DearnessとL ,i・un/n (Schrader Fries) Chevalliel か主なもので、寄 

生仕は前者のほうか強く．後者は弱いとされている。L羽sodenuuujl属 

蘭の種の区分は、被害針業上の品色帯線の有無、予のう盤形成付置（基 

部あるいは穀皮における宿主表皮細胞取り込みの有無と程度）、蚊皮先 

摘部の舌の有無と色、子のう・子のう胞子の形態とによって打われる。 

病引葉上に子のう盤とは別に小さい黒点状の菌体を生ずるが、これは本 

病菌の楕了器(Spermogonium) （柄子般とも呼ぶ）てLゆto6lmmai!代 

（アナモルフ、不完全世代）と呼はれる．界の中に徹小な精了 

(spa mat turn)（柄胞子とも呼ぶ）が含まれ、これは発芽伝染能力を持た 

ない． 

Lotis/iaI‘は被害釧集トの黒色帯線は無く、子のう盤は黒色、紡鐸形、 

縦の長さ600-11200p m 、底部中央に敵倒の宿主五皮招胞か取り込ま 

れている．舌は無色．子のうは梶神状ないし円簡状、壁は毒く－重、8 
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の報告かあるが、マツの種類によっては散布回数が 8~10 回を超えると

激しい薬害を起こすものもあるので、月 2ーUーのうち i回はマンネブ剤に

切り替えたほうが安全てあろう。天然のマツがなく導入マツに頼る場合

は、抵抗性のマツの中からその地域に適応しそうな種類を遊ぶほうが、

将来のことを考えると安全である。

は びょう

3) 葉ふるい病

病原菌 子のう菌類無菌綱 リチズム H ヒポデルマ料の Lopルリグgi?〃〃〃〃,

自助 odemm なとに属する病原菌類によって起こされる、針葉樹の葉粘性

ないし落葉性病者を、葉ふるい病 と総称する。なかてもマツ属樹木の-ヒ

ては熱情圏から亜寒帯まで、古くから多数の柿が知られている。病原性

についてもほとんと二次的で犀葛生性に近いものから、非常に寄生件か強

く被害の大 きいものまて、種によって広い変異かある。熱帯・亜熱帯地

域 に分布す るマ ツに生す る Lop/ぞmmmm;? 属菌 としては Lα〃賄〃!e

Deamess と L P′m""(Schrader Frle Cheva11 ーe1 か主 な もので、寄

1 性は前者のほうか強 く、後者は弱いとされている。 Lop/リメem7mm 属

菌の種の区分は、被害ま十菓上の黒色帯線の有無、子のう盤形出荷道 (基

部あるいは殻皮における宿主表皮細胞取り込みの有無と程度)、殻皮先

端部の舌の有無と色、子のう・子のう胞子の形態とによって行われる。

病針葉上に千のう盤とは別に小さい黒点状の菌体を生ずるが、これは本

病菌の精了器 (Spennogon1um)( 柄千殻とも呼ぶ) て Le顔の′mm" 世代

(アナモルフ、不完全也代 ) と呼はれる。器の中に微小な精子

(spc1mat1um)( 柄胞子とも呼ぶ )が含まれ、これは発芽伝染能力を持た

ナ! し、。

L mfs力α/eは被害針巣 tの黒色帯線は無 く、子のう盤は黒色、紡錘形、

縦の長さ600~1,200"m 、底部中央に数ィ1劃の宿主表皮細胞か取り込ま

れている。舌は無色。子のうは梶棒状ないし円筒状、壁は薄く一重、 8
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図-4 

ケシヤマツ葉ふるい醐． 

(L australe Dearness) 

の子のう磐、子のう、子のう肥子 

側の子のう胞子を内職、75~125X 10-175gm. 倒糸は糸状、子のう 

と同し高さに非Aち 子のう胞了は糸状、無色、単胞'弾いゼラチン質の 

外皮（epispote) に履われ、45-85X 15-3gm（図4)．アナモルフは 

Ld加thorna d,msss;uum Cookeて、柄胞子は無色、岸胞、短枠形、6-9 

)< 1pm, 

L ,:nasi' は引菓上のfのう盤を状んて黒色帯線を右し、子のう盤は 

艦色、格円形～紡挿形、縦の長さは1,000-2,500pm、成熟すれI'中 

央で縦に裂開する、底部に表皮相匏をはぽ－列に取リ込んている．舌は 

無色．了のうは梶捧状、無色、8個の子のう胞了を内蔵し、85-160 x 

I0-lfipni,子のう胞了は線状、無色、中胞、68-120X07--l5pm, 

子のっ盤6'm かにLeptoshoma世代を散生する．柏子般は思色、精円形、 

長さ200-400pm，柄胞fは無色、単胞、短邦形、4-6×1pm. 

診断の要点 苗木から成木まて引集に発生するか、苗木に発生すると 

生青の遅れを生L議害を起こす。成木では2-3年生針葉に発生し落集 

を起こすか、さはと実宮を生するItどてはない．始め引葉に貴掲色の点 

状綱肩が形虞され、これはまもな〈拡大Lて褐色ないし赤掲色になリ、 

やかて針葉全体が褐金枯死する．枯死到葉上に縦民の楕円形～訪睡形の 

黒色のやや盛り上かった長さ1-3mnl の菌体（子のう盤）と、小さい 

0.5mm if度の曲体（輸子響＝柄子蚊）を散生する。子のう盤は成熱する 

と中央か縦に亀製を生Lて製聞する（図版3.4,図4). 

彙ふるい病の診断の特徴は、病割集上における縦長紡錘形の子のう健 
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図 -4

ケシヤマツ葉ふるい病菌
てL austra′e Dearness)

の子の う盤、子のう、子の う胞子

例の子のう胞子を- 臓、75~125 × 10~17 5"n・。側糸は糸状、子のう

と1司し高さに並ぶ。子のう胞了は糸状、無色、 1山地、薄いゼラチン質の

外皮 (ep1spo1e) に覆 われへ 45~85 × 15~3 川 11( 図‐4)。 アナモルフは

彰弱口吻の〃"〆〃川柳〃′〃〃 Cookc て、柄胞 子は無色、申胞、短梓形、 6~9

× 1〆 mo

L Z'′′′‘zs′〃はま1東上の子のう盤を挟んて黒色帯線を有し、子のう盤は

黒色、楕円形 ~ 紡錘形、縦の長さは 1,000~2,500gm 、成熟すれば中

央で縦に裂餅トする、底部に表皮細胞をほぼ一列に取 1)込んている。舌は

無色。下のうは梶棒状、無色、 8個の千のう胞子を内蔵 し、 85~160 ×

10~16"m 。 子の う胞了は線状、無 色、中胞、 68~120 × 0 7~15"m 。

子のう盤のほかに肥りゎmom α1せ代を散生する。柚子殻は黒色、楕円形、

長 さ 200~400 “m 。柄胞子は無色、単胞、短梓形、 4~6 × 1川 n。

診断の要点 白~木から疏水まて参1葉に発生するか、菌〆・に発生すると

生育の遅れを生し被害を起こす。成木では 2~3 年生金十葉に発生し落葉

を起こすか、さほと実習を呈するほどてはない。始め劉葉に黄褐色の.点

状病班が形成され、これはまもなく拡大して褐色ないし赤褐色にな 1)、

やかて針葉全体が得変枯死する。枯死針菓上に縦長の楕円形~紡錘形の

黒色のやや盛 り上か った長さ 1~3mm の菌体 (子のう盤 ) と、小さい

0,5nlm程度の繭体 (精子器=柄子殻)を散且する。千のう盤は成熟する

と中央か細に亀裂を生 して裂閉する (図版 3‐4,図‐4)。

葉ふるい病の診断の特徴は、病針東上における縦長紡錘形の子のう盤
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の形成にある0 上記の2種の場合は引葉上の黒色帯線の有無で区別され 

るが、ほかにも類似種があるので、正確には顕微鏡検査によって種を同 

定する必要がある。 

発生樹種と分布 ①Lphodennium atパtrale Dearness カリビアマツ 

(Pcan加Cの，P canbam var. hon請‘た,冨雄」エキナタマツ（R echina加） 

スラソシュマツ（Pelliott,り，スプルースマツ（Pgla bra) 1ケシヤマツ 

(Pliesりロ）‘メルクシマツ（Pmcikus功，パチュラマツ（Ppah‘励，ダイ 

オウショウ（Ppalitstiiり，フランスカイガンショウ（Ppm」1aster) ，ラジ 

アタマツ（P radiata) ，レジノサマツ（P resinosa) ，リギダマツ（P 

nglda) Iテーダマツ（Ptaeda)。 

分布：アジア（インドネシア・マレーシア・フィリピン‘セランゴル）、 

オセアニア（オーストラリア・フィジー・ハワイ）、アフリカ（サンピア）、 

北米（メキシコ・アメリカ）、中米（ホンジュラスージャマイカ）、南米 

（ベリセ・ブラジル） 

②Lophodennium pinastii( Schrader Fries)Chevallier P albicauhos, 

アブラマツ（Panflandii) ，ノブコーンマツ（P a/fe nun肋，Paustnaca, 

フォックステールマツ（Pbe加I'ml司，ハンクスマツ（Pbanlisiana) , 

P . bndea，カナリーマツ（P mvane,冨is)，力リビアマツ（P mr,baed ，セ 

ンブラマツ（P cembra) 」コントルタマツ（P contorta) ，ビソグコーンマ 

ツ（Pcoulte功，アカマツ（PdenszJ7oid ,P duraagC,おた，エキナタマツ 

(P. echmna回 ,スラッシュマツ（Pc/lwmり,リンバーマツ（P /texil司 

スプルースマツ（P. glabra) ，グレッグマツ（Pgreggi) ,ヒマラヤゴョウ 

(Pgn #ilhn) ，アレッポマツ（P 加仲cysts) ,ジュフレイマツ（P 

ye功・eyり，ケシヤマツ（Rliesり'a) ,チョウセンゴョウ（P ho iam鳶司，ジャ 

イアン トマツ （P た,ubertmana) , P /el叩句lla，ボスニアマツ （P 

lejecodenvis) ，リュウキュウマツ（P hichnensis〕,バビショウ（P 

massay危1司 ，マウンテンマツ（R 'no??加J功，Pniontezimm C ，モンチコラ 

マツ（P mnonticola) ，ビショップマツ（P. inuricata) ，ロッジポールマツ 
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の形成にある。上記の 2種の場合は針葉上の黒色梢線の有無で区別され

るが、ほかにも類似種があるので、正確には顕微鏡検査によって種を同

定する必要がある。

発生樹種 と分布 ① Lpた〃幽か'mm 僻め復を Deamess 力リビアマツ

鯛 "加 eα P 餌 "加 如 var, o々〃d〃/e77s郎,エ キナ タマ ツ (P,gc′〃〃"′")

ス ラ ッシュマ ツ (P. 引 力始め ,スプルー スマ ツ (P 郡神 川 ), ケ シヤマ ツ

(P 彰 sayα), メル クシマ ツ (P i昭次zfszの ,パ チュラマツ (P.Pq′〃‘"), ダイ

オウシ ョウ .郷 霜sf′7s), フ ランスカイガンショウ P切口sfe“ ,ラ ジ

アタマツ (P m 露鰭α), レジノサマツ (P '偽り20s"),1j ギダマツ (P

“〆 ""), テー ダマ ツ (P, 海edα)。

分布 :ア ジア (イン ドネシア・マ レー シア ・フィ リピン・セランゴル )、

オセアニア (オー ス トラ リア・フィジ…・ハ ワイ)、アフ リカ (サ ンビア )、

北米 (メキシコ・アメリカ)、中米 (ホンジュラス ・ジャマイカ)、南米

(ベ リセ ・ブラジル)

② 加ゑ′zode創ぬり}zpz刀節云フザ(SChrader Fr1es)chevallier p 〆るzcmdms,

ア ブ ラマツ (P αmz伽 霞め ,ノブ コー ンマツ (P. α什釧 2昭α),P"frsf ノ7α鯛 ,

フォックステールマ ツ (P 卿折り′‘'?α“"), ハ ン クスマツ (P bのれ ?"〃"),

P. られ‘をα,カナ リーマツ (P.‘α加“8縦 7s),力 リビアマツ (P cのめ僻 "), セ

ンブラマツ (P cのめ 惚), コン トノレタマツ (P c倣 わ?ずα), ビ ングコー ンマ

ツ (P 仰ご‘/ご釧つ ,ア カマツ (P dei?s呪 o'α),Pd ‘′′復'増の感 s,エ キナ タマ ツ

(P.ec′2z77α解), ス ラッシュマツ (P B/卿 縮め ,リンバーマ ツ (P 月eiだ丞),

スプルースマツ (P.郡助 川), グレッグマ ツ (P,序でg回 ,ヒマ ラヤ ゴヨウ

(Pg 揺り争幼zz),ア レッポマ ツ (P ルメリ877sis),ジェフレイマ ツ (P

Jβ折 りの ,ケ シャマ ツ (P. 彰 sけα), チ ョウセ ンゴヨウ (P 卿 m?e'2sfs ジ ャ

イ ア ン トマ ツ (P.!"'} あの霞α“"),P 迄 わが〆 !", ボ ス ニ ア マ ツ (P

/〃′′code 初雄 ), リュ ウ キ ュ ウマ ツ {P 卿 卿β′裕7s), バ ビ シ ョ ウ (P

m αsso'血 '2α), マ ウ ン テ ンマ ツ (P, “zo鰭の 7α),P 諦 め jばez′‘〃z解 ,モ ン チ コ ラ

マ ツ (P 7,2の2izco‘"), ビシ ョップマ ツ ( mm 餌敵), ロッジポールマ ツ
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4-2，リュウキュウマツ漏脂 

胴枯病（樹幹の白色樹脂） 
4-I.リュウキュウマツ若齢林 

の漏脂胴枯病被害 
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4-3．アガチス（Agathis phitippinensis)さび病 4-4．アガチスポット苗の葉枯病 
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4-5．ジャイアントイピルイピル子苗 4-6．ジャイアントイピルイピルポット苗 

の炭そ病（子葉の病斑） の炭そ病被害 

　　　　　　
　　　　

‐ 均せ
1
i、,,ノ き譜 ,ぎ

　　　　　　

　　 　　　　　　　
l r.肌
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4-3,アガチス (Agathis phiーippinensis)さび病

4-2, リユ ウキ ュウマ ツ漏脂

胴枯病(樹幹の白色樹脂)

4-4,アガチスポット苗の葉枯病
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4-5.ジャイアン トイピルイピル子苗
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4-6.ジャイアントイピルイピルポッ ト苗

の炭そ病被害

　
　　 　 　

　 　 　
.

▲.,
、I

　　　 　 　 　

　　　　 　
　
　



(P H???) 1030)?の,オウシュウクロマツ（Pn/gIn) ,タイオウショウ（P 

加hおhis)，ヒメコマツ（P ,arvlflora) ，パチュラマツ（P ,ih(ん) ，フラン 

スカイガンショウ（P pnzaster)，イタリアストーンマツ（P Inn肋，ポン 

デロサマツ（P jJonderosd ，プンゲンスマツ（Ppm管anJ ，ハイマツ（P 

pmm同，ラジアタマツ（P indCO肋，レジノサマツ（PI CS/I/OSの ，リキタト 

マツ （P ngia'a ) , P roxburgzi，ディ ノガーマツ （P so banana 

P slblilca, P .snizt/mll" ，ストローブマツ（P stmbe司．オウンュウアカマ 

ツ（PりloosEns) ，モウコアカマツ（P sylvesbns var mongohco)，マンン 

ュウアカマツ（Ptabnlaげnn司，タイワンアカマツ（Ptoi.wajie,パis) 

テーダマツ（P toe山），クロマツ（Pticunbeig』, P nat ijiola，バーンニ 

アマツ（P in,gnno,か，ウンナンマツ（P y??nnonellse9 u マツ属以外にも 

温弗・亜寒帯地域の釘菓樹のトウヒ属（Picea）やカラマツ属（La ii七1） ト 

に記録がある。アジア（中国‘イント‘日木・マレーンア・台湾）、オセ 

アニア（オーストラリア‘フィジー・ニューシーランド）、アフリカ（マ 

ラウイ・モロッコ・南アフリカ・スワジーーランド・ザンヒア・ジンハブ 

エ）、欧州（キプロス・ギリンャ・イタリア‘スペイン）、北米（メキシ 

コ‘アメリカ）、中米（ヘリア）、南米（ブラジル）。（但し、温帯‘亜寒 

帯のみの地域は分布から除いた。） 

防除対策 一般的には造林地では発生しても主に田葉なので実害はほ 

とんどなく、特に防除対策を考える必要はないであろう。寄生性のつよ 

いL叩leodenl?eu;rr seditiosion Minter 'Staley et MillerやL nontense 

Sa k uy am a の分布はいまのところ温帯北部に限られている。 

苗畑では時に救しく発生して生育の遅れを起こすので、発生を見た場 

合にはマンネブ剤（500倍）あるいはトノプシン水和剤（L000倍）を 

月2回散布するとよい。病気の伝播は病針葉（着生および落菓）」一に形 

成された子のう胞子（風媒伝染）によるのて、苗畑内のマツの落葉は集 

めて焼却するか堆肥にする。 
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(P 〃mm 〕"'焔), オ ウ シュ ウ クロマ ツ (P 〃′g;の ,タ イオウシ ョウ (P

P"/′!sms), ヒメコマツ (P p〃〃{i?om), パチ ュラマツ (P P煽ぎr/〃), フラン

スカイガンショウ (P か izosナβ“ ,イタリア ス トー ンマツ (Ppz ′だの ,ボ ン

テ ロサマツ (PPO'zde のふ〃), プ ンゲ ンスマ ツ (PPm 馨のzs),ハ イマツ (P

顔ぞ川面 ラジア タマツ (P m 粛′々"), レ ジノサマツ (P 'es′〃os"), リキダ

マ ツ (P ,7g′函 ),P ,m も〃;習", ブ イ L/ガ ー マ ツ (P 鉱加〃御〃),

Ps のめ c",P, 勘所 i加 川 ,ス トローブマ ツ (P 贈り友岱), オ ウンュウアカマ

ツ (P s駆りど功 7s), モウ コアカマツ (P s彩りesね7sva ーノ“o唯 o/′c〃), マ ンシ

ュウア カマ ツ (P f〃鰯′"びのフ〃 ,タ イワンア カ ソ (P 触れ朋掴′s岱),

テ日 タマ ツ (P rqed"), クロマ ツ (P 助 川らのgの ,P 〃“cm"′",バー ンー

アマ ツ (P zif増加〃〃"), ウンナ ンマ ツ (P J'加 川 '船脚 )。 マツ属 以外に も

侃瑞・亜寒柑地域の針葉樹のトウヒ属 (片αα)やカラマツ属 (加瀬)-;

に記録 があ る。アジア (中国 ・イン ト・日本 ・マ レー ンア ・台鷲 )、 オセ

アニア (オー ス トラーjア ・フィジー ・ニュー シー ラン ド)、アフ リカ (マ

ラウイ ・モ ロッコ ・南アフ リカ ・スワジーラン ド・ザ ンヒア ・ジンハプ

ェ)、欧州 (キプロス ・ギリンャ .イタリア ・スペイン)、北米 (メキシ

コ・アメリカ)、中米 (ベ リア )、南米 (ブラジル)。 (但し、温帯 ・亜寒

帯のみの地域は分布から除いた。)

防除対策 一般的には造林地では発生しても主に1-~菜なので実害はほ

とんどなく、特に防除対策を考える必要はないであろう。寄生性のつよ

い 乙oP′zode躍如伽 sedmosff“? M1nter,Staley et MI1ler や L nmf の葛β

Sakuyama の分布はいまのところ温帯北部に限られている。

菌畑では時に激しく発生して生育の遅れを起こすので、発生を見た場

合にはマンネプ剤 (500倍) あるいはトノプシン水相剤 (1,000 倍) を

月 2回散布するとよい。病気の伝播は病全--葉 (着生および落葉)」・.に形

成された子のう胞子 (ノ嵐媒伝染) によるのて、苗畑1 のマツの落葉は集

めて焼却するか堆肥にする。
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4）デイプロディァ篇 

診断の要点 主に苗木の針菓およひ茎枝を侵すが、時に植栽若木に発 

生、また私果や種を侵すこともある。針巣は基部から侵され、全体が淡 

褐色から褐色に変色する。茎や縁枝ては初め褐色のやや陥没した病斑を 

生し、これは拡大して茎枝を一周すると、その上部あるいは枝先は萎れ 

て褐変して枯れる。枯死引葉上あるいは茎枝には、黒色のやや齋り上か 

った粒点（病原菌の柄了殻）を多数散生する。湿潤時にはこれらの黒粒 

点の上に、黒色の小枯塊（病原菌の分生子塊）か彦み出る。感受性の高 

いマツでは、本病の激しい発生まん延によリ、苗木や幼齢植栽木の集団 

枯損被害を生する（図版3-5)。比較的抵抗1りの樹種ては引葉の菜枯れ被 

害に留まる。 

本病の最大の診断特徴は、ふつう引菓令体か褐変して枯れ、枯死引葉 

上にやり盛り上がった黒色の小粒点を多数散生し、雨の後など湿潤時に 

これらの小粒点から黒色枯塊を洛出することにある。 

病原菌 助Iiaenゆsis sapinea (Fries) Dyko et Sutton (= Diplotha 

"ml (Desrnaz】計es) Kjckx－助加enゆ9/S eli/S.,ノSaccardo)。 不完全菌頬 

分生子果不完全菌綱に属し、柄了殻内に分生子を形成する。テレオモル 

フ（完全世代）は知られていない。 

柄子殻は表皮下に形成され、のち孔日部が表皮を破って表面に露出す 

る。球形ないし偏球形、黒色、徑200 -300y in,殻壁は厚壁で暗褐色の 

不整形の細胞からなり、厚さ15~ 30 p in。分生子柄は殻壁内層に並列 

し、単条、無色、10--15 >( 3~5pm 。分生了は全出芽アレウロ型に形成 

され、楕円～長楕円形、両端鈍円、褐色～暗褐色、普通単細胞、成熟後 

に時に巾央に横1隔壁を生じ2細胞、稀に2隔壁を生じ3組J包、 18- 30 

×12-16pm ,表面平滑。 

発生生態 主として温帯地域のマツの重要病害であるか、亜熱帯や熱 

帯地域でも苗畑や幼齢造林地に発生して被害を起こす。病原菌の分生子 
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ヒョウ

4) デイブロデイア病

診断の要点 主に苗木の奪十菓およひ茎枝を侵すが、1時に植栽若木に発

生、また巷束や種を侵すこともある。針柴は基部から侵され、全体が淡

掲色から褐色に変色する。茎や緑枝ては初め褐色のやや1陥没した病斑を

生し、これは拡大して茎枝を一間すると、その上部あるいは枝先は萎れ

て褐変して枯れる。枯死鎖葉上あるいは茎枝には、黒色のやや盛り」-か

った粒点 (病原菌の柄了殻) を多数散生する。湿潤=おこはこれらの黒粒

点の上に、黒色の小粒塊 (病原菌の分生子塊) か参み出る。感受性の高

いマツでは、本病の激しい発生まん延により、 -"木や幼齢植栽本の集団

ネ古損被害を坐する (図版 3‐5)。比較的抵抗性の樹種ては針葉の葉枯れ被

告に留まる。

本病の最大の診断特徴は、ふつう食1菓全体か掲変して枯れ、枯死針葉

上にやり盛り上がった黒色の小粒点を多数散生し、雨の後など洞d¥1--おこ

これらの小粒点から黒色朴i塊を移出することにある。

病原菌 秘′74emPszss αPmm(Frles)Dyko et Sutton 〔=D ゆ/〆 ?"

か〃形〃 (Desmaz ーere Kick 紗 卿βiりお /s〃功鋤 Saccardo 〕。不完全菌類

分生子果不完全函綱に属し、柄了殻内に分牛子を形成する。テレオモル

フ (完全世代) は知られていない。

柄千殻は表皮下に形成され、のち孔 =部が表皮を破って表面に露出す

る。球形ないし偏球形、黒色、狸 200~300"m 。殻壁は厚壁で暗褐色の

不整形の細胞からなり、厚さ 15~30 “m 。分生子柄は殻壁内層に並列

し、単条、無色、10~15 × 3~5"m 。分生了は全出芽アレウロ型に形成

され、楕円 ~ 長楕円形、 r‘編端鈍円、褐色 ~′暗褐色、普通単細胞、成熟後

に時に中央に横 1隔壁を生じ2細胞、稀に 2隔壁を生じ3細胞、18~30

× 12~16 〆m 、表面平滑。

発生生態 主として温帯地域のマツの重要病害であるか、亜熱帯や熱

帯地域ても苗畑や幼齢造林地に発生して被害を起こす。病原菌の分生子
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は“」や膚水の飛床で分散し、また小昆虫の体に刊着Lて伝播する．直水 

をする苗畑ては一年を通して伝播・感染か行われるか、造林地では雨季 

に伝播・感染し、由季後サから乾季の始めにかけて誠害が甚だしくteeる。 

侵人・感染は角皮を員人あるいは気孔侵人をする。侵人部位は当年生の 

引集と茎枝で、旧葉にははいらない。26℃て100％の空気理度の下で、 

分生子は12 時聞で浸人する。 しかし、Aphiopisorn pamlella 

flyelopiuんspinゆtier Orgyo anartwdes Pnieirs boenue”などの吸什性あ 

るいは穿孔性昆虫煩の食害あとからは、I日葉ても、2-3年生茎枝ても、 

齢に拘わらす侵人して病有を形成する．また感受作の高いマツでは干ば 

つや長い乾季のあとの衰弱時には、傷か無くとも同様に旧集や2-3年生 

茎技から発病し、梢頭枯損被宮か起きる．一般に郷土樹押よりも導人マ 

ツ預に被害か甚たしい．病原曲の分生子は水分があれば2時間後には発 

芽し、発芽胤度範囲は8-36t.適崗は24℃にある．菌鱗の生育温度は 

5 -35t.適慮は26℃にある． 

発生樹種と分布 幾つかの釘葉樹の属が宿主樹木として記録されてい 

るか、マツ属樹木の中に最も感受性で被害の大きい種が多い． 

強感受竹． カナリーマツ（Pmno nensis)，アレッボマツ（P 

加iepens司．ォウシュウクロマツ（p. ,lIgm)．バチュラマツ（P 加InFo) 

ポンデローサマツ（P 加ydemsa) .Ppseudosirobus ，ラジアタマツ 

(Pinns nidiata)，オウシュウアカマツ（Psyiuesbis)~ 

感受性 P0n5b70ca, * I)ピアマツ（Pconbaea)，メキシコイワマツ 

(P ce,,d.no:des)，コントルタマツ（P conloila) ，ヒッグコーンマツ（P 

'mル”) ，アカマツ（Pd加szjThm) .Pdot智tastem，ビニョンマツ（P 

ediths) R 'Idb ma ．スラソシュマツ（P el/b !ガ‘) ，ヒマラヤゴョウ（P 

F 亦tilt') ，ケシヤマツ（P. k りi), P lesophy/la，ロンクリーフマツ（P 

向」gubtta) ，リュウキュウマツ（Pkic加ens膺）．ナットノ’イン（P 

川onopizytla) , P.monteznniw，スイスマウンテンマツ（E用ゅ），ピショ 

ノプマッ（Pinuricata)，ウーカルバマツ（Pooca伽).ダイオウショウ 
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は山や市水の飛沫で分散し、また小昆虫の体に付着して伝播する。庭水

をするi¥filllては一年を通して伝播・感染か行われるか、造林地では雨季

に伝播・感染し、雨季後半から乾季の始めにかけて被害が甚だしくなる。

侵入・感染は角皮を賢人あるいは気才L役人をする。便人部位は当年生の

金1巣と茎枝で、旧葉にははいらない。 26 ℃て 100% の空気湿度の下で、

分 生 子 は 12 時 間 で 侵 人 す る。 しか し、 APかの /zo′"βの可β/霧

組跨ごop′直すsP 海中81〈k o 増加 αi脚部に彰s pi}ー81-s b堀川 eγfな どの吸 汁性 あ

るいは穿孔性昆虫類の食害あとからは、旧葉ても、 2~3 年生茎枝ても、

齢に拘わらす侵人して病斑を形成する。また感受件の高いマツでは干ば

つや長い乾季のあとの衰弱=おこは、傷か無くとも同様にIH葉や 2~3 年生

茎枝から発病し、キー与頭枯損被害か起きる。一般に郷土樹種よりも導人マ

ツ顔に被害か甚たしい。病原菌の分生子は水分があれば 2ー時間後には発

芽 し、発芽温度範囲は 8~36 ℃、適温は 24℃にある。菌叢の生育温度は

5~35 ℃、適 4品は 26 ℃に ある。

発生樹種と分布 幾つかの鶴葉樹の属が宿主樹木として記録されてい

るか、マツ属樹木の中に最も感受性で被害の大きい種が多い。

強感受性- カナ リー マ ツ (P m 川畑郡司 ,ア レ ッポマ ツ (P

卿′epe〃$), オウ シュウクロマツ (P,'昭 雄), パ チュラマツ (PPm ′‘‘"),

ボ ン デ ロー サ マ ツ (P po 川のりsの ,P pse′′命贈りゎ′′s, ラ ジ ア タマ ツ

(P′;?′′smd 沼忽), オ ウシュウアカマツ (P s)'とりe賄お)。

感受性 P 鋼材'?‘に", 力 リビアマ ツ (P cのめ‘zβα), メキシコイワマ ツ

(P cのめ ,omes), コン トル タマツ (Pco 用のめ ,ヒ ッグコー ンマ ツ (P

co〃/fen), ア カマ ツ (P de;踏明のれ P do増 徴s?"〃", ピニ ヨンマ ツ (P

edms),P,g 財の7m, ス ラ ソシュマ ツ (P e//mm′), ヒマ ラヤ ゴヨウ (P

g栃鶏 ;その ,ケシャマツ (P表郷り媛),P 定め〆肌超,ロンクリーフマツ (P

加増炎メ′"), リュ ウ キ ユ ウマ ツ (P ルゼc/?′f釧 s′s), ナ ッ トパ イ ン (P

〃′の?oP卿 "〃 P.〃湖 舵 2捌 me, スイスマ ウンテンマ ツ (P,m ′ばo), ビシ ョ

ノプマ ツ (P 〃′′〃化頭α ウ ーカルパマ ツ (P oocのP"), ダイオウシ ョウ
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(Ppa/i鳶I司，フランスカイカンンョウ（P piiiasler) ,レシノサマツ（P 

2(75/Rosa) ．リギタマツ（P ngn/) P ルxbiogu,P Sabmな/2(7‘ストロー 

ブマツ（丑strobus) ,テータマツ（Ptaeda) ，クロマツ（PTI/inn加lg功 

バージニアマツ（PUl,gImmm）。 

マツ属以外ではモミ属（Ab/cs exce/so. A procera) ，アロウカリア属 

K A 1(7/1(7(71/a hrazilia;ia A dnnmng/2a2nn ) ，ヒノキ属（Chwnaecypans 

lawsoniana ，イ トスギ属 （Cupressus litsilanita,C /)2aC)OCaゆa, C 

se/iゆc/CIrCUS) ‘カラマツ属（Lwix sp ) ,トカサワラ属（Pseudotsuga 

meJl2IesIり に報告がある。 

分布 アジア（インド・イランー日木・韓国‘マレーシア・タイ・台 

湾ー）、オセアニア（オーストラリア・ニューシーランド）、アフリカ（ケ 

ニア・マラウイ・モウリシアス・モザンヒークースワジーランド・南ア 

フリカ・タンサニアーウガンタ・サンビア・ジンハブェ）、欧州（オース 

トリア・ヘルキー・フランス・ドイツ・イタリア・ポーランド・ポルト 

カル・ルーマニアースペイン・スェーデン‘イギリス）、北米（カナタ・ 

メキシコ・アメリカ）、中米（ジャマイカ）、南米（アルゼンチンープラ 

ジル・チリ・パラグアイ・ウルクアイ） 

防除対策 導入マツを養成する場合には巣枯病、赤斑葉枯病などとと 

もにその発生に留意し、発生を見たらマンネブ剤（400~500倍）、ヘノ 

ミル剤（1, 500~2 , 000倍）などを月2回散布する。銅剤も有効である 

が、マツの種類によっては薬害を生ずるのて注意を要する。 

5)論脂anIJ籍M 

診断の要点 若木から成木の枝、茎、幹の樹皮が侵され、激しい枝枯 

れや胴枯れが起きる。小枝や枝の基部から始まることが多く、おひただ 

しい樹脂を漏出し白色に固結する。小枝や若い茎では病患部がすぐに一 

周し、その上部は赤褐変して枯れる。太枝や茎幹では病患部は樹脂を流 
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P"ん′功ゾs), フ ランスカイカ ンソョウ (PP? 〃α繁りう ,レシノサマツ (P

,esmosq), リギタマ ツ (P ,7g′ダリ ,P m ズ加増〃,P 瀬棚 ,〆mm, ス トロー

ブマツ (P,sr′徳 雄 ), テー タマ ツ (P mβ叱り ,クロマ ツ (P T!/z′′jあの謬ろ ,

バ ー ジニ ア マ ツ (P 加 害′,〃"〃") 。

マツ属以外ではモ ミ属 (Aる凝 & 認s".A 'のじの裸), アロウカリア属

(/l′醐 粥 77〃ゎ′〃z′/f伽 α A α〃〃m 増/?α“〃?), ヒ ノ キ 属 (C 加〃'"gc淳の 7s

忽那 の加川 ), イ トス ギ 属 ( C7中だsszrs /雛血ノzzcq,C ′moo 餌′P",C,

sのめ e煎り初ぞs), カ ラマ ツ属 (LQm sp ), トカ サ ワ ラ属 (Psezメメs′姥"

m翻れesの に報告がある。

分布 ア ジア (イン ド・イラン ・日水 ・韓国 ・マ レー シア ・タイ ・台

湾・}、オセアニア (オー ス トラ リア .ニ ュー シー ラン ド)、アフーj力 (ケ

ニア ・マ ラウイ ・モウ リシア ス ・モザ ンヒー ク ・スワゾー ラン ド・南ア

フ リカ ・タンサニア ・ウガンダ ・サ ンビア ・ジンハブエ )、欧州 (オー ス

トリア ・ベ ルキー ・フランス ・ドイツ ・イタ リア ・ポー ラン ト・ポル 1・

カル ・ルーマ ニア ・スペ イン ・スエーデ ン ・イギ リス )、北米 (カナタ ・

メキシコ・アメリカ)、中米 (ジャマイカ)、南米 (アルゼンチン ・ブラ

ジル ・チ リ ・パ ラグアイ ・ウル クアイ )

防除対策 導入マツを養成する場合には葉枯病、赤班菜砧病などとと

もにその発生に留意し、発生を見たらマンネブ剤 (400~500 倍 )、ヘノ

ミル剤 (1,500~2,000 倍) などを月2匝1散布する。銅剤も有効である

が、マツの種類によっては薬害を生ずるのて注意を要する。

ろうしどつがれびょう

5)漏脂胴枯病

診断の要点 若木から成木の枝、茎、幹の樹皮が侵され、激しい枝枯

れや胴枯れが起きる。小枝や枝の基部から始まることが多く、おひだだ

しい樹脂を漏出し白色に固結する。小枝や若い茎では病患部がすぐに-

周し、その上部は赤褐変して枯れる。大枝や茎幹では病患部は樹脂を流
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出しながら縦に拡大し、陥及する．患部が枝や茎幹を一巻きするとその 

上部は全体が赤掲色になって枯れる．幼～若齢遺林地では、散しい胴枯 

れ守状の発牛で集団lIi損が起き、壊滅的被害を蒙ることも神では7;い． 

虞木では大い幹が侵されて枯れることは普通ないが、樹冠部の枝枯れが 

多低発生するため、違くからても異*の発土か認められる．採種園に発 

生すると、樹冠部の枝枯れのため住果の収換‘が着Lく減少する．亜熱 

希地城のマツ鵬にはこのように徴しい樹脂の庇出と白色．結の現象は他 

には見戸itす、木痢の診断は比較的容易てあろう（図版‘・Lo). U'..,. 帯北 

部から亜寒帯のチョウセンゴョウ（乃川‘s加;aiensjs）には撒しい樹脂漏 

出障害が見られるが、まだ病因は不明のままである。 

蝋原臨と臓名 凡$011101 iiioiulifonue Scheldan var. sI‘加Iulina;is 

Woilenweber et Reunkmg, PDA培地上における牛育は良好で、苗溶 

は淡紫色で気屮菌糸は綿状．厚陰胞子は形成せす．火形分生糸は新月 

形、無色、短い噌状着生痕を有し先靖やや尖る、'-.4隔壁、最多は3隔 

壁、大きさ20~30 < 3-3 5p m ．小形分生子仕蔵糸から分岐直立する 

短い分生子柄上に航娘状に塊って形成され、無色、単胞、長円形～長卯 

0 . 6 -I1X2--3prn 

本病菌は病忠部からの組繊分離により容易に分離される．アメリカで 

はマツの社上に本病曲の分生子縛と分生子の形成か骨認されているが、 

ロ本と由アフリカではマツの上での分牛子形成は認められていない． を 

お、日木では被喜帯幹の樹皮上にiVeclna属菌のー神(Neetna町，，不完全 

世代Fusa nun: SI ）の赤粒状の子のう般と賞白色粘質の分生子得の形成 

か見られるが、これは病原性は極めて弱く、本病の主因てはない．また 

アメリカでは病患部からしばしばFuszn,ern /a!entmn, Nees emend 

Snyder et Hansen I sp. pin: Ileptung が検出され、以前はこの菌が 

Pitch canke「の病原国 と考えられていたが、現在ではこれは本病の主因 

ではないことが明らかにされている． 

和病名の“脂胴枯病はアメリカ南部のマツの皿要病害Pitch canker 
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出しながら縦に拡大し、陥没する。患部が枝や茎幹を- 巻きするとその

ヒ部は全体が赤褐色になって枯れる。幼~若齢造林地では、激しい胴枯

れ窮状のき牛で集団柿損が起き、壊滅的被害を蒙ることも稀ではない。

成木では大い幹が侵されて枯れることは普通ないが、樹冠部の枝枯れが

多数発生するため、遠くからても異常の発生か認められる。採種園に発

生すると、本酎冠部の枝枯れのため越果の収穫量が著しく≠減少する。亜熱

帯地域のマツ属にはこのように激しい樹脂の流出と白色固結の現象は他

には見,られす、本病の診断は比較的容易てあろう (図版 4‐1,2)。温帯北

部からi亜寒帯のチョウセンゴヨウ (Pmfs 海 }口f鋤s7s)には激しい樹脂漏

出障害が見られるが、まだ病因は不明のままである。

病 原 菌 と病 名 風 {sαれ"〃" “ol?“前 川 e scheldan var.sl 中郡ぞ小皿 jis

Wollenweber et Relnkmg 。 PDA 培地上における生育は良好で、菌叢

は淡紫色で気中菌糸は綿状。厚膜胞子は形成せす。大形分生糸は新月

形、銀色、短い唯状着生癌を有し先端やや尖る、i~4 隔壁、最多は 3隔

壁、大きさ 20~30 × 3~3 5〆 m 。小形分生子は菌糸から分岐直立する

短い分生子柄上に擬頭状に塊って形成され、無色、単胞、長円形~ 長卯

形 、 6~11 × 2~3"m 。

本病菌は病患部からの組織分離により容易に分離される。アメリカで

はマツの枝上に本病菌の分生子梶と分生子の形成が確認されているが、

ロ本と南アフリカではマツの上での分牛子形成は認められていない。な

お、日木では被害茎幹の樹皮上に Nec′""属菌の一種 (ハセmmsp ,不完全

世代 Fzfsのmm sp) の赤粒狐の子のう殻と黄白色弱t;質の分生子栂の形成

か見られるが、これは病原性は極めて弱く、本病の主因てはない。また

アメ リカでは病患部からしば しば 凡!粥川r〃′‘餌βノmm 〃 Nees emend

Snyder et Hansen fsp,Pz ′′zHept1ng が検 出 され、以前 は この菌 が

P1tch canker の病原菌と考えられていたが、現在ではこれは本病の主因

ではないことが明らかにされている。

和病名の橘脂胴枯病はアメリカ南部のマツの重要病害 Pltch canker
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の和名として付けられたものてあるか、後にわが国の市西諸島のリュウ 

キュウマツで同一病害が発見され、本病に特有の樹脂漏出症状にふさわ 

しいものとして採用された。莢病名は1 記のようにPitch cankelてあ 

る。 

発生生態 木病菌分生子は風（湿った微小水滴を含む）あるいは雨の 

飛床によリ伝播する。分生子の形成は被害枯死枝上にも僅かに形成され 

るが、一般的にはサトウキビはかの農作物の枯死部分に腐生的に多量に 

形成され、これかマツへの供給源になっているものと推測されている。 

したがって発病の機作はまだ明らかでないが、南西話島では塩を含んだ 

強い風に当たることによって新梢や茎枝に傷が付き、そこが発病の拠点 

になるものと推測されている。幹には病枝の基部からの侵人と考えられ 

る。また羅病枯死した枝が途巾で引っかかり、そこから発病する例や、 

罹病枯死若木が風によって倒れ、隣接木にもたれかかったところで発病 

する例が知られている。 

発生樹種と分布 本病は今までにアメリカ（南部）、ブラジル、日本 

（南西諸島）、南アフリカの4 ケ国からのみ発生報告かある。被害樹種は 

マツ属のみてある。 カJビアマツ（Pcanbaea) ，エチナタマツ（P 

ac/twaな ) ，スラ ノシュマツ（R a/I/omi) ，リュウキュウマツ（P 

lttc/tuens司 , P occidentalts，ダイオウショウ（Ppaltバ1)75) ，プンゲンスマ 

ツ（Ppunge司,ラジアタマツ（Pnut/eta) ，ポンドマツ（P se)vlinct) , 

ストローブマツ（P. shobus)オウシュウアカマツ（P sy/vestns) ‘テーダ 

マツ（Ptaeda) ．ハージニアマツ（P wtgwtana)。なお本病菌はわが国 

てはサトウキビ梢頭腐敗病菌のひとつとして記録され、サトウキヒ栽培 

地帯に広く分布する。 

防除対策 苗畑で発生した場合には、罹病苗木は抜き取り焼却する。 

造林地では本病の発生を見ても、防除は極めて困難である。発生林分の 

立地環境を調べるとともに、幼齢林や若齢林で激しい胴枯れ被害が出る 

ようならは、樹種転換を考える必要があろう。丸太生産を主目的としな 
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の和名として付けられたものてあるか、後にわが国の南西諸島のリュウ

キュウマツで1司一病害が発見され、本病に特有の樹脂漏出症状にふさわ

しいものとして採用された。英病名は L記のように Pitch cankel てあ

る。

発生生態 木病菌分生子は風 (湿った微小水滴を含む) あるいは雨の

飛沫により伝播する。分生子の形成は被害枯死枝上にも僅かに形成され

るが、一般的にはサトウキビほかの農作物の枯死部分に関生的に多量に

形成され、これかマツヘの供給源になっているものとf有川りされている。

したがって発病の機作はまだ明らかでないが、南西諸島では塩を含んだ

強い風に当たることによって新不肖や基枝に傷が付き、そこが発病の拠点

になるものと推測されている。幹には病枝の基部からの侵人と考えられ

る。また羅病枯死した枝が途中で引っかかり、そこから発病する例や、

擢病枯死若木が風によって倒れ、隣接木にもたれかかったところで発病

する例が知 られている。

発生樹種と分布 本病は今までにアメリカ (南部)、ブラジル、日本

(南西諸島)、南アフリカの 4ヶ国からのみ発生報告かある。被害樹種は

マツ属のみてある。 力リビアマツ (P 餌〃伽 e"), エチナタマツ (P

ec/mm 奴 ), ス ラ ソ シ ュ マ ツ (P, 雑 巾爺′), リュ ウ キ ュ ウマ ツ (P

ムに膚俗 ?s′s),P occ′〆鋤 (口/′s,ダイオウショウ 鯛 霜山鱒 ,プ ンゲンスマ

ツ (P p′r〃ge;?s), ラジア タマ ツ (P m αなり ,ポン ドマ ツ (P sのり初の ,

ス トローブマツ ,s′,ob′fs),オ ウシュウアカマツ (P sy/〃鎧わ ,テー ダ

マツ (P f口ed"), ハー ジニアマツ (P 卵淳“その′")。 なお本病菌 はわが国

てはサトウキビ梢頭腐敗病菌のひとつとして記録され、サトウキヒ栽培

地帯に広く分布する。

防除対策 苗畑て発生した場合には、椎病苗木は抜き取り焼却する。

造林地では本病の発生を見ても、防除は極めて困難である。発生林分の

立地環境を調べるとともに、幼齢林や若齢林で激しい胴枯れ被害が出る

ようならは、樹林転換を考える必要があろう。丸太生産を主目的としな
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い水上保全のための保安林や緑化被覆林ては、胴枯れ被害が出た樹を除 

いては、樹冠の枝枯れにととまるものは、病樹もそのまま残しておく． 

発生誘因か特定の害虫の食官痕であれば、当欧害虫の薬剤防除を考え 

る．新しいマツin養虞苗畑をつくる場合は、苗木の尋人はやめて、種子 

からの養山にする．またマツ苗養成畑の田辺には緑化装飾樹としてのマ 

ツ鎖の植執は止める． 

6）フォックステール 

病徴と病名 新芽のうち頂芽のみが優勢的に伸長し、茎は異常に太 

く、引葉か密生する．この状態かキツネのしっぽに似るところからFox 

tailの痢名か刊けられ、和名もそのまま使われている．極端なしのはm 

芽だけか伸ひるか、同時に1.2木の観技も上を向いて伸ひることもあ 

る．幼齢遣林地てこの現象かー面に出るとはなはだ奇畿を星する． フォ 

ソクステールの輩は脆く、風で折れ易い．か」ピアマツ（Pm伽“）は 

この現象が山易い樹押で、東南アジアだけでなく、由米ても良く発生す 

る（図版3・6)。ケシヤマツ（P leesbpa)，メルクシマツ（P me.kusu)では、 

幼齢時に一時的に発生しても、齢か上かると次弟に納まって、やかて正 

常な生青をするようになる．しかし、幼齢時に発生した名残りとして、 

低いところから二又や三つ又になった樹かかなり此在Lて残る．ウーカ 

ルパマツ（P ooca;pa)，パチュラマツ（P pa/nb ）でもフォックステール 

は観察されている． 

病因 本病は恐らく微生物要囚による伝染性の病気ではなく、何らか 

の原因による生理的障害てあろうと云われている。その原囚については 

土壤栄養脱（例えばホウソ欠乏）、気象説（例えば乾季が知く南季が長い 

地域への、あるいは高地分布種の低地への導入ー気温）、遺伝的業因説 

（頂芽優勢の劣性遺伝子の発現）なとかあるか、またおおかたを納得させ 

る定説はないとエってよい。 
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いβ(土保全のための保安林や緑化被覆林ては、胴枯れ被害が出た樹を除

いては、樹冠の枝枯れにととまるものは、病樹もそのまま残 しておく。

発生誘因か特定の害虫の食害狼であれば、当該害虫の薬剤防除を考え

る。新しいマツ苗養成苗畑をつくる場合は、苗木の導入はやめて、種子

からの養成にする。またマツ禎養成畑の周辺には緑化装飾樹としてのマ

ツ類の植栽は止める。

6) フォックステール

病徴と病名 新芽のうち頂芽のみが楼勢的に伸長し、茎は異常に太

く、金{葉か密生する。この状態かキツネのしっぽに似るところからFox

ta11の病名か付けられ、和名もそのまま使われている。極端なものは項

芽だけかイIPひるか、同時に 1,2 小の側杖も上を向いて伸びることもあ

る。幼齢造林地てこの現象か一面に出るとはなはだ奇観を呈する。フス

ソクステールの茎は脆 く、風で折れ易い。力リビアマツ (P cq論破α)は

この現象がrH易い樹挿で、東南アジアだけでなく、ーも米ても良く発生す

る (図版 3-6)。ケシヤマツ (P 脳"yα),メルクシマツ (P mのた薦め では、

幼齢 H寺に一時的に発生しても、齢か」-かると次第に納まって、やかて正

常な生育をするようになる。しかし、幼齢=おこ発生した名残 1)として、

低いところから二又や三つ又になった樹かかなり混在して残る。ウーカ

ルパマ ツ (P oocの靴 ),パ チ ュラマ ツ (P P口′〆〃) で もフォックステール

は観察されている。

病因 本病は恐らく微生物要因による伝染性の病気ではなく、何らか

の原因による生理的障害てあろうと云われている。その原因については

こL壌栄養説 (例えばホウソ欠乏)、気象説 (例えば乾季が短く雨季が長い

地域への、あるいは高地分布種の低地への導入- 気温)、遺伝的素因説

(娘非優勢の劣性遺伝子の発現)などかあるか、まだおおかたを納得させ

る定説はないと云ってよい。
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防除対策 なるべく近い郷土樹種を植栽し、例えば東山アゾアに中米 

原産のカJヒアマツやウーカルパマツを導入することは避ける。また、 

近在にマツ預の試植林あるいは集植地かあれは、そこを見学してフォノ 

クステールの出ていないあるいは出にくいマツの中から挿を選択する。 

植えてしまってからそこに大量の発牛を見た場合には、樹秤を換えて改 

構するしかない。 

7）苗立枯病 

樹種共通の病害1）苗立枯病の項（P 7）を参照。 

8）微粒菌核病 

樹種ii通の病害2）微粒菌核病の項（P 11）を参照。 
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防除対策 なるべく近い郷土鞘種を植栽し、例えば束南アジアに中米

原産のカリヒアマツやウーカルパマツを導入することは避ける。また、

近在にマツ類の試植L林あるいは集ヰ適地かあれば、そこを見学してフォノ

クステールの出ていないあるいは出に くいマツの LIIから杯を選択する。

植えてしまってからそこに大風の発生を見た場合には、樹林を換えて改

柿rするしかない。

7)苗立枯病

樹種共通の病害 1)1資立f古病の項 (1)7)を参照。

8)微粒菌核病

樹種共通の病害 2) 微粒菌核病の項 (IJII) を参照。
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